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消防・防災フェスタ いせ
きて みて たいけん

消防本部総務課（☎㉕１２６４）
危機管理課（☎㉑５５２３）

◆オープニング（午前10時30分～、防災センター４階）
　一日消防署長任命、消防木遣り披露、防火・防災の歌とダンス披露
◆イベント（午前11時～、防災センター３・４階・駐車場）
　はしご車体験搭乗、放水体験、地震体験車、防火服着装体験、煙避難体験、消火体

験、防災シアター、浸水車両脱出体験、チビッコ・レスキュー体験、防火防
災ぬりえ、備蓄食料試食、災害用伝言ダイヤル体験、伊勢市アマチュア無線
災害ネットワーク、消防署探検ツアー、どすこいＭＯＢなど

※雨天時や災害発生時は、内容を変更し、中止することがあります。

とき

4月3日日
午前10時30分～午後３時

ところ

伊勢市消防本部・伊勢市防災センター
（倉田山公園内）

プログラム

消防署や防災センターの見学もできます。

お気軽にお越しください。
※先着300人に防火グッズを進呈します。

遊びに来
てね！
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23 伊勢市消防本部
伊勢市防災センター

いせりぃ

伊勢市消防団
キャラクター
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　おかげバス・おかげバスデマンドを利用したことのない人
にもバスを利用していただけるよう、㈱ぎゅーとらにご協賛
をいただき、次のとおり利用促進キャンペーンを実施します。
　ぜひ、この機会に、お買い物などの際におかげバス・おか
げバスデマンドをご利用ください。

対象路線
　おかげバス・おかげバスデマンド全線
　※路線バスはキャンペーンの対象で

はありません。
クーポン引換券配布・引換期間
　３月20日㈷～31日㈭
　（先着500枚、無くなり次第終了）
お買い物クーポン券が利用できる期間
　３月20日㈷～４月10日㈰
お買い物クーポン券が利用できる店舗
　市内のぎゅーとら各店（８店舗）

利用促進キャンペーン

おかげバスに乗って
買い物に行こう！

　市では、行政効率を高め、市民の皆さんが利用しやすい組織とするため、４月１日㈮から、次
のとおり組織の一部を変更します。

４月から市の組織が一部変わります
職員課（☎㉑５５０５）

変更前 変更後

主な業務内容
市税などの収納・徴収に関すること、
未収入債権の滞納整理など

主な業務内容
戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、特別
永住者、国民健康保険、介護保険、福
祉全般、市税の諸証明、税の収納、地
域審議会、上下水道料金（二見を除く）
など

収納推進課
総務部

収税課
債権回収対策室

各総合支所

地域振興課
生活福祉課

生活福祉課

収税課と債権回
収対策室を統合
します

地域振興課と生
活福祉課を統合
します

キャンペーン内容

お買い物クーポン券は、1,000円以上の買い物１回
につき１枚利用できます。市内のぎゅーとら各店で
の買い物の際に利用してください。

3

クーポン引換券を、市内のぎゅーとら各店に持って
行き、サービスカウンターで100円分の「お買い物
クーポン券」（市内のぎゅーとら各店で当日から利用
可能）と引き換えてください。

2

おかげバス・おかげバスデマンドに乗車し、「クー
ポン引換券」を１人１枚お取りください。
※クーポン引換券は、バス降り口の料金箱横にあり

ます。おかげバスデマンドの場合は、運転手から
受け取ってください。

1

クーポン
引換券
クーポン

100円
お買い物クーポン券

（イメージ）

交通政策課（☎㉑５５９３）

※クーポン引換券裏面のアンケートにご協力ください
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　２月22日㈪、市役所で「やさしいまち伊勢市発見大賞」
の表彰式を行いました。
　表彰を受けた作品は、子どもたちが福祉体験や地域の人
たちとの交流を通して、気付き、行動した成果を、短歌や
俳句、作文にしたものです。また、誰もが利用しやすく優
しい施設などを提案するユニバーサルデザインを、子ども
の視点で考えてくれました。

　それぞれの入賞作品は、市のホームページに掲載します。ま
た、次のとおり、市長賞・教育長賞の受賞作品を巡回展示しま
す。
＜巡回展示＞
●御薗総合支所　３月８日㈫～14日㈪
●二見総合支所　３月15日㈫～22日㈫
●伊勢総合病院　３月23日㈬～４月19日㈫
※いずれも、最終日は午後２時まで。
※市役所・小俣総合支所での展示は３月７日㈪までに終了して

います。

「人に優しい町」を目指して
羽根　依里さん（小俣中２年）

　「人に優しい町」をつくっていくのは、
この町に住む人たちです。私たち自身で、
年齢に関係なく支え合っていける関係を築
き、優しさであふれる伊勢市をつくってい
きたい、という思いを作文で表現しました。

病院の受付のカウンター 西村　陽菜さん（北浜小６年）
●気づいたこと
　病院の受付のカウンターで車いすの人
がしんさつ券を渡しにくそうにしていま
した。車いすの人も、楽にしんさつ券を
渡せたら、と思いました。
●こうなったらいいと考えたこと
　病院の受付のカウンターが動けばいい
と思いました。しんさつ券を出すときは、
下へ下げてカウンターにしんさつ券を置
き、上へ上げてしんさつ券を渡し、しんさつ券をもらうとき
は、カウンターにしんさつ券を置いてもらい、下へ下げたら
車いすの人も楽にしんさつ券をもらえたりすると思います。

　階段を
　　よりそい歩き　つえとなる

山本　健太さん（明倫小６年）

★発見・体験作文の部 ★ユニバーサルデザインの部

★俳句・川柳・短歌の部

★発見・体験作文の部
市 長 賞　羽根　依里（小俣中２年）
教育長賞　世古口友那（中島小６年）
優 秀 賞　中川　晴磨（城田中２年）
　　　　　中西　萌恵（城田中２年）
★俳句・川柳・短歌の部
市 長 賞　山本　健太（明倫小６年）
教育長賞　中西　千笑（小俣中２年）
優 秀 賞　東　　悠雅（四郷小１年）
　　　　　澤村　夏実（中島小６年）
　　　　　饒平名勇志（小俣中２年）
★ユニバーサルデザインの部
市 長 賞　西村　陽菜（北浜小６年）
教育長賞　小久保衿沙（中島小６年）
優 秀 賞　伊豆　知穂（五十鈴中１年）

受賞者の皆さん
（敬称略）

子どもたちとつくる「やさしいまち伊勢市」
「やさしいまち伊勢市発見大賞」の入賞作品を表彰しました

学校教育課（☎㉒７８８１）

入賞作品を公開

市長賞作品を紹介します
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二見・小俣・御薗公民館講座

寄せ植え教室 社会教育課（☎㉒７８８６）

　各公民館で寄せ植え教室を行います。花と緑を
暮らしに取り入れ、春の花の華やかな寄せ植えを
楽しみましょう。

市内に在住または通勤・通学している
15歳以上の人（中学生を除く）

対 象

３月31日㈭（当日消印有効）までに、往復はがきに必要事項（下図参照）を記入し、各申込先へ
※全講座に応募できますが、１枚の往復はがきで１人１講座の申し込みになります。
※同一講座への重複申し込みは無効となります。
※受講可否については、応募者全員に返信用はがきでお知らせします。

申し込み

無料（別途材料費が必要）受講料

とき　５月11日㈬
　　　９：30～11：00
ところ　二見生涯学習センター・
　　　　２階研修室２
講師　大松典江さん（伊勢市生涯

学習講師人材バンク登録講師）
定員　15人（申し込み多数の場合

は抽選）
持ち物　材料費3,200円、作業用

手袋（ビニール手袋・軍手など）、
エプロン、移植ごて（スコップ）、
持ち帰り用袋（ごみ袋など）、バ
ケツ、割り箸

申込先　二見公民館
　（〒519-0609 二見町茶屋209）

二見公民館講座
寄せ植え教室

コンテナガーデン
二見公民館（☎㊷１１１７）

とき　４月21日㈭
　　　10：00～11：30
ところ　小俣公民館・
　　　　１階第１会議室
講師　天野千秋さん（伊勢市生涯

学習講師人材バンク登録講師）
定員　15人（申し込み多数の場合

は抽選）
持ち物　材料費3,000円、作業用

手袋（ビニール手袋・軍手など）、
エプロン、新聞紙、移植ごて（ス
コップ）、持ち帰り用袋（ごみ袋
など）、割り箸

申込先　社会教育課
　（〒519-0592 小俣町元町540）

小俣公民館講座
寄せ植え教室

ハンギングバスケット①
社会教育課（☎㉒７８８６）

とき　４月27日㈬
　　　13：30～15：00
ところ　御薗公民館・２階講堂
　　　　（御薗総合支所併設）
講師　山路元彦さん（日本ハンギ

ングバスケット協会三重県支部
役員）

定員　20人（申し込み多数の場合
は抽選）

持ち物　材料費3,200円、作業用
手袋（ビニール手袋・軍手など）、
エプロン、新聞紙

申込先　御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター
　（〒516-0806 御薗町上條1173-1）

御薗公民館講座
寄せ植え教室

ハンギングバスケット②
御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎㊱４５１１）

（往信用表） （返信用裏）

何も記入しないで
ください

52
日本郵便

返 信

郵便往復はがき

（返信用表） （往信用裏）

①講座名
②住所
③氏名（フリガナ）
④年齢
⑤性別
⑥連絡のつきやすい電

話番号
⑦勤務先または学校名
（市外在住者のみ）

住　　所

　氏　　名　様

《申込先の住所》
《申込先の宛名》 

行

52
日本郵便

往 信

郵便往復はがき➡
往
復
は
が
き
の
書
き
方
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ま
た
、
県
の
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

に
指
定
さ
れ
て
い
る
植
物
「
ハ

マ
ボ
ウ
」
の
群
生
地
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
周
辺
の
草
刈
り
や
通

路
の
整
備
、
流
木
を
利
用
し
た

ベ
ン
チ
の
設
置
と
い
っ
た
環
境

保
全
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ハ

マ
ボ
ウ
は
、
７
～
８
月
に
、
直

径
７
㎝
ほ
ど
の
黄
色
い
花
を
、

次
々
と
咲
か
せ
ま
す
。

健
康
講
座
・
笑
い
ヨ
ガ
教
室

　
毎
月
第
４
日
曜
日
の
午
前
中

に
、
健
康
増
進
の
た
め
の
「
健

康
講
座（
偶
数
月
）」
と
「
笑
い

ヨ
ガ
教
室（
奇
数
月
）」
を
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
所
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
気
軽

に
楽
し
め
る
内
容
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
で
取
り
組
む
﹃
人

に
や
さ
し
い
、
人
が
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
﹄」
を
基
本
理
念

に
、
４
つ
の
委
員
会（
地
域
活

性
化
、
元
気
な
子
供
、
安
全
・

安
心
、
健
康
・
福
祉
）を
設
置

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ア
サ
リ
資
源
再
生
活
動
と

ハ
マ
ボ
ウ
群
生
地
保
全
活
動

　
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
と

し
て
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
潮
干

狩
り
が
で
き
な
く
な
っ
た
干
潟

を
利
用
し
、
地
域
住
民
が
楽
し

く
潮
干
狩
り
を
体
験
で
き
る
環

境
を
つ
く
ろ
う
と
、
ア
サ
リ
資

源
再
生
実
験
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
採
苗
ネ
ッ
ト
の
設
置
や

経
過
観
察
な
ど
の
作
業
は
思
っ

た
以
上
の
重
労
働
で
す
が
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

春
に
は

ア
サ
リ

を
使
っ

た
イ
ベ

ン
ト
を

計
画
中

で
す
。

と
協
力
し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ

ー
テ
ィ
ー
や
芋
掘
り
な
ど
の
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
活
力
が
あ
り
、
未
来
に
希

望
が
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
町
の
歴

史
を
知
る
た
め
に
、
に
ぎ
わ
い

委
員
会
で
、
歴
史
散
策
や
郷
土

歴
史
講
演
会
な
ど
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
散
策
の
資
料
を

ま
と
め
た
小
冊
子
「
古
市
参
宮

街
道
と
周
辺
地
域
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
手
帳
」
と
冊
子
「
修
道
の
偉

人
」
を
作
成
し
て
地
域
内
全
世

帯
に
配
布
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
手
帳
は
小
・
中
学
生
向

け
に
も
作
成
し
、
学
校
へ
配
り

ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
自
治
会
な
ど
か

ら
代
表
者
を
募
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
会
や
防
災
施
設
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
な

ど
を
対
象
に
安
全
講
習
会
を
開

催
し
、
災
害
対
策
チ
ェ
ッ
ク
表

を
地
域
内
全
世
帯
に
配
布
し
ま

し
た
。
３
月
26
日
㈯
に
は
防
災

講
習
会
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
「
住
ん
で
い
る
人
に
や
さ
し

く
、
健
康
で
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
」
で
は
、
３
世
代
交
流
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
や

さ
し
さ
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
地
域
の
婦
人
会
や
老
人
会

　

皆
の
力
を
結
集
し
、「
活
気

の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
目

標
に
し
て
、「
安
心
し
て
住
め

る
ま
ち
づ
く
り
」「
住
ん
で
い
る

人
に
や
さ
し
く
、
健
康
で
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
」「
活
力
が
あ

り
、
未
来
に
希
望
が
も
て
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

３
つ
の
柱
に
沿
っ
た
活
動

　
「
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ

く
り
」
の
た
め
に
、
あ
ん
し
ん

　
市
で
は
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
新
し
い
自
治
の
仕
組
み
と

し
て
「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
」
を
進
め
て
お
り
、
市
内
全
域
で

23
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、「
自
分
た
ち
で
考
え
て
自
分
た
ち

で
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
い
う
考
え
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
修
道
地
区
と
豊
浜
東
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
40

市
民
交
流
課
︵
☎
㉑
５
５
６
３
︶

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

修
道
ま
ち
づ
く
り
会

豊
浜
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

よ
り
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ガイドマップ
手帳

修道の偉人

アサリ資源再生活動の様子

ハマボウの花
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太
田
小
三
郎
は
、
古
市
の
三

大
妓
楼
の
一
つ
「
備
前
屋
」
の

主
人
で
、
敬
神
家
と
し
て
も
知

ら
れ
た
人
で
す
。
小
三
郎
が
生

涯
を
通
じ
て
成
し
遂
げ
て
き
た

神
都
に
お
け
る
文
化
事
業
の
い

ず
れ
も
が
、
現
代
文
化
の
先
駆

け
で
あ
り
、
そ
の
足
跡
は
誠
に

大
き
く
、
伊
勢
市
民
に
と
っ
て

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
物

で
す
。

　

小
三
郎
は
、
弘
化
２（
１
８

４
５
）年
、
鷹
羽
寿
一
郎
の
三

男
と
し
て
豊
前
国（
現
在
の
福

岡
県
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。
明

治
５（
１
８
７
２
）年
、
初
め
て

神
宮
に
参
拝
し
、
そ
の
後
、
縁

あ
っ
て
古
市
の
備
前
屋（
太
田

家
）の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。

備
前
屋
は
古
市
の
三
大
妓
楼
の

一
つ
で
し
た
が
、
外
見
の
派
手

さ
と
は
裏
腹
に
、
代
々
の
負
債

が
か
さ
み
、
苦
し
い
家
計
で
し

た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
10
年
余

り
で
家
業
を
立
て
直
し
、
そ
の

後
は
、
か
ね
て
か
ら
の
念
願
だ

っ
た
神
宮
の
尊
厳
と
神
聖
を
保

持
す
る
た
め
に
乗
り
出
す
こ
と

数
に
か
か
わ
ら
ず
、
リ
ボ
払
い

で
の
利
用
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
支
払
月
額
が
一
定
な
の
で

家
計
管
理
が
し
や
す
い
な
ど
の

利
点
も
あ
る
一
方
、
残
高
に
応

じ
た
利
息
が
付
く
た
め
、
無
計

画
に
利
用
し
続
け
る
と
利
息
が

膨
ら
み
、
多
重
債
務
に
陥
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で

す
。

　
現
在
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
利
用
で
き
る
店
舗
や
商
取
引

が
増
加
し
、
そ
の
便
利
さ
か
ら

利
用
も
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
反
面
、
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ー
ド
で
支

払
う
と
い
う
こ
と
は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
会
社
が
商
品
代
金
を
立
て

替
え
払
い
し
て
く
れ
て
い
る
に

過
ぎ
ず
、
利
用
者
が
支
払
う
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

カ
ー
ド
を
利
用
す
る
前
に
し
っ

か
り
し
た
支
払
い
計
画
を
立

て
、
利
用
後
は
明
細
と
控
え
の

チ
ェ
ッ
ク
を
必
ず
行
う
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
と
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
加
盟
店
に

お
い
て
、
与
信
枠
の
範
囲
内
で

決
済
手
段
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。
実
店
舗
で
は
、
カ
ー
ド
の

提
示
、
お
よ
び
サ
イ
ン
ま
た
は

暗
証
番
号
の
入
力
で
済
み
、
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
の

場
合
で
も
、
カ
ー
ド
番
号
な
ど

を
入
力
す
る
だ
け
で
商
品
代
金

を
後
払
い
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
カ
ー
ド
利
用
時
の
支
払
い
方

法
は
、
翌
月
一
括
支
払
い（
マ

ン
ス
リ
ー
ク
リ
ア
）や
、
ボ
ー

ナ
ス
一
括
払
い
、
分
割
払
い
、

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い（
リ
ボ
払

い
）と
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
う

ち
分
割
払
い
と
リ
ボ
払
い
に
は

分
割
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
利
用
金
額
や
件

　
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
春
。

独
り
立
ち
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
申
し
込

む
新
社
会
人
や
大
学
生
も
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
は
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る

際
、
代
金
を
後
払
い
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
カ
ー
ド
で
す
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
は
、
カ
ー
ド
発

行
を
申
し
込
ん
だ
消
費
者
の
支

払
い
能
力
に
応
じ
た
利
用
限
度

額（
与
信
枠
）を
審
査
し
、
カ
ー

ド
を
発
行
し
ま
す
。

伊勢市消費生活センター
予算額
1,000万４千円（うち県
補助金572万７千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

︵
☎
㉑
５
７
１
７
︶

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
申
し
込
む
前
に
、
ひ
と
知
識
♪

　
今
回
は
︑
伊
勢
古
市
参
宮
街

道
資
料
館
の
世
古
富
保
さ
ん
か

ら
の
情
報
提
供
で
す
︒

伊勢まるごと

文化振興課内・伊勢まるごと博物館ネット
ワーク会議事務局（☎㉒７８８５）

博物館だより 41

伊勢古市参宮街道資料館

開
催
期
間　

３
月
27
日
㈰
ま
で

企
画
展
示

近
代
的
な
伊
勢
を

つ
く
っ
た
偉
大
な
人

「
太
田
小
三
郎
」

太
田
小
三
郎
の
肖
像
画
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ごみカレンダー

家紋付きの杯

の
踊
り
舞
台
の
図
面
や
、
紋
入

り
の
杯
な
ど
も
同
時
展
示
し
ま

す
。

に
な
り
ま
す
。

　

明
治
19（
１
８
８
６
）年
に

「
神
苑
会
」
を
結
成
し
、
明
治

天
皇
の
御ご

下か

賜し

金き
ん

や
、
一
般
の

寄
付
金
な
ど
を
合
わ
せ
、
当
時

の
お
金
で
７
１
１
万
円
余
り
の

財
源
を
も
と
に
し
て
神
宮
の
神

苑
整
備
に
力
を
注
ぎ
、
さ
ら
に

は
倉
田
山
に
４
万
坪
の
土
地
を

買
収
し
、
神
宮
徴
古
館
・
農
業

館
な
ど
の
建
設
に
携
わ
り
ま
し

た
。
一
方
、
開
発
事
業
に
お
い

て
は
、
参
宮
鉄
道
㈱
を
創
立
し

て
現
在
の
Ｊ
Ｒ
参
宮
線
の
基
礎

を
築
き
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
川

電
気
㈱
を
設
立
し
、
市
内
に
電

燈
を
灯
し
、
電
車
を
走
ら
せ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
金
融
の
必
要

性
を
痛
感
し
て
市
内
に
山
田
銀

行
を
創
立
し
て
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
小
三
郎
は
、
近
代
的

な
伊
勢
市
を
つ
く
っ
た
偉
大
な

人
物
で
、
名
誉
あ
る
開
拓
者
で

し
た
。

　
今
回
の
企
画
は
、
小
三
郎
の

迫
力
あ
る
肖
像
画
を
は
じ
め
、

事
業
の
功
績
で
あ
る
神
宮
徴
古

館
・
農
業
館
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
備
前
屋
が
江
戸
時

代
に
考
案
し
た「
せ
り
上
げ
式
」

　
平
成
28
年
度
版
「
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
「
広
報
い
せ
」
３

月
１
日
号
と
同
時
配
布
し
ま
し

た
。

※
お
住
ま
い
の
地
区
以
外
の
カ

レ
ン
ダ
ー
が
必
要
な
場
合
は
、

市
役
所
本
館・
１
階
総
合
案
内
、

清
掃
課
、
各
総
合
支
所
生
活
福

祉
課
、
各
支
所
で
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。

※「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」と「
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
粗
大
ご
み
と
は
、
①
指
定
ご

み
袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の
燃

え
る
ご
み
、②
太
さ
10
㎝
以
下・

長
さ
60
㎝
～
４
ｍ
の
木
の
枝

類
、
③
一
番
長
い
辺
が
60
㎝
以

上
の
金
属
類
の
こ
と
で
す
。

清
掃
工
場
へ
の
搬
入

受
入
日
時　
月
～
金
曜
日（
祝

日
・
振
替
休
日
を
除
く
）、
午

前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１

時
～
４
時
45
分

搬
入
料
金　
10
㎏
に
つ
き
１
０

０
円（
別
途
消
費
税
が
必
要
）

※
家
電
４
品
目（
エ
ア
コ
ン
、

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）、
家

庭
用
パ
ソ
コ
ン
、
オ
ー
ト
バ
イ

な
ど
、
別
途
リ
サ
イ
ク
ル
方
法

が
定
め
ら
れ
、
清
掃
工
場
へ
搬

入
で
き
な
い
品
目
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
３
～
４
月
は
、転
勤
・
就
職
・

進
学
な
ど
に
よ
り
引
っ
越
し
が

多
い
時
期
で
す
。
引
っ
越
し
の

時
に
出
た
ご
み
は
、
き
ち
ん
と

分
別
し
、
適
切
に
処
理
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
資
源
物
を

地
域
の
回
収
日
に
出
せ
な
い
場

合
は
、
資
源
拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
燃
え
る
ご
み
や
缶
・

金
属
類
の
量
が
多
い
場
合
や
、

粗
大
ご
み
を
処
分
し
た
い
場
合

は
、
清
掃
工
場（
西
豊
浜
町
６

５
３
、
☎
㊲
１
２
１
８
）へ
直

接
搬
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
清
掃
工
場
へ
の
搬
入
が
困

難
な
場
合
は
、
清
掃
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
資
源
拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

場
所
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

清
掃
課︵
☎
37
１
４
４
３
︶

シ
リ
ー
ズ
資
源

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

引
っ
越
し
す
る
と
き
は

適
切
に
ご
み
の
処
理
を

平
成
28
年
度
版

「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」

所 在 地　中之町69
電話番号　☎㉒８４１０
開館時間　9：00～16：30
入 館 料　無料

休 館 日　月曜日( 祝日・
振替休日の場合は翌日が
休館)、祝日・振替休日
の翌日（日曜日の場合は
開館）、年末年始（12月
29日～１月３日）

伊勢古市参宮街道資料館

問い合わせ先
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が
、
カ
ン
ト
リ
ー
の
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。

　
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
は
、
最

初
は
簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
か
ら
始

め
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
み
ん

な
と
一
緒
に
踊
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
や
り
出
せ
ば

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん

の
ス
テ
ッ
プ
に
も
挑
戦
し
ま
す

の
で
、
頭
に
も
体
に
も
、
い
つ

も
新
鮮
な
刺
激
に
な
り
ま
す
。

レ
ッ
ス
ン
は
月
３
回
。
ダ
ン
ス

で
汗
を
か
き
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

で
仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し

て
、楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
全
国
各
地
の
仲
間
と
の
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
も
参
加
し
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に

踊
り
ま
せ
ん
か
。
い
つ
で
も
見

学
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
い
せ
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）

　
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
・
チ
ー

ム
I
Ｓ
Ｅ
は
、
平
成
20
年
か
ら

５
年
間
に
わ
た
り
県
営
サ
ン
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
「
カ
ン

ト
リ
ー
ダ
ン
ス
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
カ
ン

ト
リ
ー
ヘ
ヴ
ン
）」を
契
機
に
、

全
国
か
ら
集
ま
る
カ
ン
ト
リ
ー

フ
ァ
ン
を
、
地
元
で
、
ダ
ン
ス

に
よ
っ
て
お
迎
え
し
よ
う
と
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

　
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

は
、
ロ
ッ
ク
や
ブ
ル
ー
ス
な
ど

ア
メ
リ
カ
音
楽
の
源
流
と
も
い

わ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
流
れ
る
ア

ー
リ
ー
ア
メ
リ
カ
ン（
ア
メ
リ

カ
の
英
国
植
民
地
時
代
か
ら
西

部
開
拓
時
代
風
）の
古
き
良
き

風
土
や
精
神
は
、
シ
ニ
ア
世
代

に
は
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
、
ま

た
、
時
代
と
と
も
に
進
化
し
な

が
ら
若
い
人
た
ち
に
も
支
え
ら

れ
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

音
楽
に
加
え
て
、
ダ
ン
ス
や
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
楽
し
め
る
の

県
内
で
も
、
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

東
京
に
拠
点
を
置
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
サ
ミ
ッ
ト（
市
民
サ

ミ
ッ
ト
）が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
伊
勢
志
摩
近
隣
で
の
開
催

は
難
し
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
記
事
が
出
る
頃
に
は
、
日

程
や
開
催
場
所
な
ど
の
詳
細
が

公
表
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

ん
な
動
き
に
も
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
開
催
が
目
前
に
迫
っ
た
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
国
際
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
県
営
サ
ン

ア
リ
ー
ナ
に
設
置
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。サ
ミ
ッ
ト
を
、

「
お
も
て
な
し
」
文
化
で
地
域

を
盛
り
上
げ
る
一
つ
の
絶
好
の

機
会
と
捉
え
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
世
界

の
動
き
や
国
の
考
え
方
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
良
い
機
会

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て

　
平
成
27
年
度
も
残
す
と
こ
ろ

１
カ
月
を
切
り
、
市
民
活
動
団

体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ん
は
、
ま

と
め
や
報
告
書
作
成
な
ど
で
忙

し
い
時
期
か
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

は
諸
外
国
に
も
あ
り
、
そ
の
地

域
特
有
の
課
題
や
全
国
共
通
の

課
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
、
地
域
課
題
も
ボ
ー
ダ

ー
レ
ス
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

代
表　
荒
川

カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
・
チ
ー
ム
I
Ｓ
Ｅ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.62

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー︵
☎
⑳
４
３
８
５
︶

パルティ４コマ劇場
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
の
贈
り
物
は

何
に
し
よ
う
か
な
。

迷
っ
ち
ゃ
う
な
〜
。

花
、
い
い
ね
ぇ
。

た
く
さ
ん
贈
り
た
い
け
ど
、

僕
の
小
遣
い
で
は
足
り
な

い
…
。

こ
れ
な
ら
僕
に
も
買
え
る
。

花
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ね
。

サ
ミ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料

約
１
１
９
２
万
４
千
円

利
用
人
数

６
万
５
６
２
６
人（
平
成
26
年
度
）

2
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防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
大
湊
町
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
お
の
え
ま

ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
、
神
社

港
自
主
防
犯
委
員
会
、
小
俣
栄

町
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
桜
木
町
防

犯
委
員
会
、
勢
田
町
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
、勢
田
町
船
江
山
自
治
会
、

小
俣
第
１
部
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、
辻
久
留
台
わ
ん
わ
ん
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
、
中
島
町
自
主
防
災

隊
、
小
俣
西
本
町
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
、
吹
上
町
内
安
全（
防
犯
）

徒
歩
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
船
江
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
宮
後
町
会
防

犯
部
、
村
松
町
会
、
八
日
市
場

町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
川
端

町
防
犯
委
員
会
、
津
村
町
自
主

防
犯
隊
、
㈱
ぎ
ゅ
ー
と
ら︻
順

不
同
︼

◆
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

長
続
き
の
秘
訣

　
「
気
楽
に
・
気
長
に
」、
日
常

の
生
活
の
中
で「
で
き
る
人
が・

で
き
る
と
き
に
・
で
き
る
こ
と

を
・
無
理
な
く
行
う
」
こ
と
が

長
続
き
の
秘
訣
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
会
員
の
防
犯
活

動
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
会
の
設
立
・
発
足
の
経
緯

　
伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡

会
は
、
各
地
域
の
自
主
防
犯
団

体
の
相
互
連
携
や
、
防
犯
関
係

機
関
と
の
連
携
を
保
ち
、
自
主

防
犯
活
動
の
活
性
化
と
市
民
の

防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め

に
、
啓
発
活
動
を
協
働
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

23
年
９
月
、
登
録
会
員
数
25
団

体
で
発
足
し
ま
し
た
。

　
戦
後
か
ら
防
犯
委
員
会
と
し

て
活
動
し
て
い
た
団
体
の
他
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
で
組
織
し

た
防
犯
団
体
や
、
単
独
で
活
動

し
て
い
る
市
民
な
ど
を
含
め
、

現
在
の
会
員
数
は
41
団
体
に
至

っ
て
い
ま
す
。

◆
未
紹
介
の
登
録
団
体

　
「
広
報
い
せ
」
で
は
、
平
成

26
年
７
月
15
日
号
か
ら
20
団
体

の
活
動
内
容
を
掲
載
し
て
き
ま

し
た
が
、未
紹
介
の
21
団
体
も
、

そ
れ
ぞ
れ
防
犯
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
今
回
は
団
体
名
の
み

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

登
録
団
体　
明
野
第
１
第
２
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
植
山
自
主

◆
置
き
引
き
・
ひ
っ
た
く
り
・

す
り

　
手
荷
物
は
手
放
さ
ず
に
体
の

前
に
抱
え
た
り
、
シ
ョ
ル
ダ
ー

バ
ッ
グ
は
斜
め
掛
け
に
し
た
り

し
ま
し
ょ
う
。　

・
置
き
引
き
…
駅
や
空
港
、
電

車
内
な
ど
の
他
、
買
い
物
中
や

娯
楽
施
設
で
ゲ
ー
ム
な
ど
に
集

中
し
て
い
る
隙
が
狙
わ
れ
や
す

い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ひ
っ
た
く
り
…
遠
回
り
で
も

人
通
り
の
多
い
明
る
い
道
を
通

行
し
、
通
話
し
な
が
ら
や
、
イ

ヤ
ホ
ン
で
音
楽
な
ど
を
聴
き
な

が
ら
歩
く
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
す
り
…
電
車
内
や
駅
の
ホ
ー

ム
、
売
店
、
混
雑
の
中
で
の
買

い
物
中
は
狙
わ
れ
や
す
い
の
で

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

１
台
以
上
と
い
う
状
況
で
す
。

　
主
な
街
頭
犯
罪
と
対
策
は
次

の
と
お
り
で
す
。
警
戒
心
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
乗
り
物
盗

　
鍵
掛
け
は
基
本
で
す
。
鍵
を

抜
い
て
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
駐
車
・
駐
輪
は
、
管
理
さ
れ

た
駐
車
場
や
駐
輪
場
に
し
、
路

上
駐
車
や
、
短
時
間
で
も
エ
ン

ジ
ン
の
か
け
っ
放
し
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
…

短
時
間
で
も
、
二
重
の
鍵
掛
け

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
自
動
車
盗
…
窓
は
完
全
に
閉

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
盗
難
防

止
装
置
を
装
備
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
上
狙
い
…
車
内
に
財
布
や

バ
ッ
グ
、
荷
台
に
積
み
荷
な
ど

の
置
き
っ
放
し
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

　
警
察
が
扱
う
刑
事
事
件
の
中

で
、泥
棒
や
わ
い
せ
つ
事
件
は
、

昔
も
今
も
な
く
な
っ
て
い
な
い

の
が
現
実
で
す
。
市
民
の
身
近

な
所
で
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る

現
実
を
常
に
意
識
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
日
頃
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

掛
け
を
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昨
年
中
に
発
生
し
た
刑
事
事

件
の
中
で
は
、
県
内
・
市
内
と

も
に
、
盗
難
事
件
が
全
体
の
７

割
以
上
を
占
め
て
お
り
、転
勤・

卒
業
・
就
職
な
ど
、
人
の
動
き

が
活
発
に
な
る
春
ご
ろ
に
、
街

頭
犯
罪
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
特
に
多
い
の
は
乗
り

物
盗
で
、
昨
年
中
に
市
内
で
発

生
し
た
自
転
車
盗
は
、
２
日
に

身
近
で
後
を
絶
た
な
い
街
頭
犯

罪
！ 

警
戒
心
を
忘
れ
ず
に
！

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡
会

シ
リ
ー
ズ
防
犯
︵
最
終
回
︶

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
︵
☎
㉑
５
５
２
４
︶

市内の主な窃盗犯の件数（平成28年１月暫定値）
区　　　分 件数（対前年比）

侵入盗犯 空き巣狙い 0件（－4件）
忍び込み 0件（±0件）

非侵入
盗犯

自動車盗 0件（±0件）
オートバイ盗 0件（－2件）
自転車盗 6件（－3件）
ひったくり 0件（±0件）
車上狙い 1件（－2件）
部品狙い 5件（＋3件）
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明
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
最
後
は「
病
理
解
剖
」で
す
。

看
護
や
治
療
の
か
い
な
く
亡
く

な
ら
れ
た
患
者
さ
ん
に
対
し
、

ご
遺
族
の
理
解
を
い
た
だ
い
た

上
で
、全
て
の
臓
器
を
検
査
し
、

今
後
の
医
療
に
役
立
て
る
た

め
、
治
療
効
果
や
死
因
な
ど
を

調
べ
て
い
ま
す
。

　
病
理
検
査
係
の
行
う
検
査
の

多
く
が
、
患
者
さ
ん
の
苦
痛
の

中
で
採
取
さ
れ
る
非
常
に
大
切

な
組
織
や
細
胞
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
検
査
ス
タ
ッ
フ
は
、

患
者
さ
ん
一
人
一
人
の
痛
み
を

理
解
し
、
よ
り
慎
重
に
、
そ
し

て
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
提
供

を
目
指
し
て
、
日
々
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
「
生
理
検
査
係
」
を

紹
介
し
ま
す
。

進
行
度
、
病
気
の
種
類
な
ど
の

病
理
診
断
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

２
つ
目
は「
細
胞
診
」で
す
。

細
胞
診
は
、
細
胞
検
査
士
と
い

う
資
格
を
有
す
る
臨
床
検
査
技

師
が
行
っ
て
い
ま
す
。
尿
や
喀か

く

痰た
ん（
た
ん
）な
ど
に
含
ま
れ
る
細

胞
や
、
婦
人
科
で
子
宮
を
擦さ

っ

か過

（
こ
す
る
こ
と
）し
て
採
取
さ
れ

る
細
胞
、
そ
し
て
乳
腺
な
ど
を

注
射
針
で
刺
し
て
針
の
中
に
入

っ
た
細
胞
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
採
取
し
た
細
胞
を
標
本

に
し
て
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
こ

と
で
、
悪
性
細
胞
の
有
無
や
、

が
ん
の
種
類
を
決
定
し
、
医
師

に
報
告
し
て
診
断
や
治
療
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
組
織
検
査
や
細
胞
診
は
古
く

か
ら
あ
る
検
査
で
す
が
、
最
近

は
、
治
療
薬
の
効
果
予
測
や
、

遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
病
気
の
解

　
今
回
は
「
病
理
検
査
係
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　
病
理
検
査
係
で
は
、
大
き
く

分
け
て
３
つ
の
仕
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
「
組
織
検
査
」
で

す
。
胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
フ
ァ
イ

バ
ー
の
検
査
を
し
て
、
胃
や
腸

の
一
部
を
採
取
し
た
り
、
皮
膚

の
で
き
も
の
を
切
り
取
っ
た

り
、
手
術
で
臓
器
を
切
除
し
た

時
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
採
取
さ

れ
た
組
織
を
検
査
す
る
の
が
組

織
検
査
で
す
。
こ
れ
ら
の
組
織

を
、
特
殊
な
機
械
で
髪
の
毛
の

太
さ
の
10
分
の
１
以
下
の
薄
さ

に
切
り
、
専
用
の
ガ
ラ
ス
に
張

り
付
け
て
標
本
に
し
ま
す
。
こ

の
標
本
を
病
理
専
門
医
が
顕
微

鏡
で
観
察
し
、
悪
性
の
有
無
や

臨
床
検
査
室（
第
２
回
）

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
41

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院︵
☎
㉓
５
１
１
１
︶

洗
わ
れ
る
思
い
が
し
て
、
私
た

ち
の
原
点
が
そ
こ
に
あ
る
と
い

う
思
い
を
深
く
し
た
と
語
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
荘
厳

さ
か
ら
「
人
間
は
お
ご
り
高
ぶ

ら
ず
、
日
々
感
謝
し
て
生
き
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
感
じ

た
そ
う
で
す
。
自
然
に
対
し
て

も
謙
虚
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
聞
記
者
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
し
て
は
、
担
当
し
て
い
た

「
窓
」
と
い
う
コ
ラ
ム
が
、
読

者
と
新
聞
記
者
が
心
を
通
わ
す

場
と
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

差
別
を
受
け
て
悩
ん
で
い
る
人

か
ら
の
相
談
の
手
紙
に
は
、
ど

の
よ
う
に
答
え
て
よ
い
の
か
悩

み
、
励
ま
し
の
内
容
の
記
事
を

載
せ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の

コ
ラ
ム
は
、
本
音
で
語
る
と
い

う
こ
と
で
、
読
者
か
ら
の
熱
い

支
持
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
ま
で
記
者
と
し
て
、
本
当

の
姿
に
迫
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
気
付
く
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
戦
後
70
年
の
節
目
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、「
戦
争
を
経

験
し
た
方
も
年
齢
を
重
ね
、
戦

　
12
月
12
日
㈯
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
で
「
人
権

講
演
会
」
を
開
催
し
、
約
３
６

０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し

た
ポ
ス
タ
ー
の
部
９
人
と
、
標

語
の
部
１
人
の
市
長
賞
表
彰
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
講
演
の

部
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

大
谷
昭
宏
さ
ん
に
「
マ
ス
コ
ミ

と
人
権
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
谷
さ
ん
は
、
遷
宮
を
控
え

た
神
宮
を
参
拝
さ
れ
た
際
、
心

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑５５４６）

人
権
講
演
会
か
ら
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表彰式の様子

大谷昭宏さんによる講演

家庭で実践！肥満予防のおすすめレシピ低カロリー・
バランス食

ささみの黒コショウみそ焼き（主菜）
材料（２人分）

作り方
１　ささみは筋を取り、肉厚の部分に縦に切り込みを入れ、左右

に開く。
２　１に塩、酒の順に振り掛ける。
３　フライパンにバターを溶かし、２の水気を拭いて両面を焼く。
４　３の片面にＡを合わせたものを塗り、ふたをして火を止める。

冷めたら食べやすく切り分ける。

◇弁当の詰め方（３：１：２の法則）
　主食３：主菜１：副菜２の表面積で弁当を詰めれば、弁当箱の容積とエネ
ルギー量がほぼ同じになります。
　例えば容積600mlの弁当箱なら、エネルギーは約600kcal

（成人男性の弁当量の目安）です。主食をご飯にし、調理法の
異なる主菜と副菜を組み合わせることが大切なポイントです。

一口メモ 今回のレシピのテーマは「栄養バランス弁当で、適正体重を維持しよう」

１人分の栄養価
141kcal ／たんぱく質16.9g／脂質5.0g／塩分1.2g

健康課（☎㉗２４３５）

若鶏ささみ･･････ ２本（140g）
塩･･･････････････小さじ1/10
酒･･････････････････小さじ２
バター･･････････････････10g

　　ミックスみそ････小さじ２
　　みりん･･････････小さじ２
　　黒コショウ･･････････少々
A

市のホームページでバックナンバーを見ることができます
市のホームページ －「くらしのガイド」－「健康」－「健康づくり」－「低カロリー・バランス食レシピ」

低カロリー・バランス食   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭で実践!肥満予防のおすすめレシピ 

 

一口メモ 今回のレシピのテーマ「栄養バランス弁当で、適正体重を維持しよう」 

ささみの黒コショウみそ焼き（主菜） 材料( 2 人分) 

若鶏ささみ 

塩 

酒 

バター 

２本（140ｇ）

小さじ 1/10

小さじ２

１０ｇ

A 

ミックスみそ 

みりん 

黒コショウ 

小さじ２

小さじ２

少々

作り方 

１ ささみは筋を取り、肉厚の部分に縦に切り込みを入れ、 

左右に開く。 

２ １に塩、酒の順に振りかける。 

３ フライパンにバターを溶かし、２の水気を拭いて両面を焼

く。 

４ ３の片面に A を合わせたものを塗り、ふたをして火を止め

る。 冷めたら食べやすく切り分ける。 

1 人分の栄養価 

141kcal ／たんぱく質 16.9g／脂質 5.0g／塩分 1.2g 

 

◇お弁当の詰め方（３：１：２の法則） 

主食３：主菜１：副菜２の表面積でお弁当を詰めれば、お弁当箱の容積とエネルギー量がほぼ同じになります。 

例えば容積 600ml のお弁当箱なら、エネルギーは約 600kｃal（成人男性の 

お弁当量の目安）です。主食をごはんにし、調理法の異なる主菜と副菜を 

組み合わせることが大切なポイントです。 

伊勢市のホームページでバックナンバーも見ることができます 

⇒ http://www.city.ise.mie.jp 「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」

バックナンバーはこちらから  

主食３ 

主菜１ 

副菜２ 

出典：食生活指針ガイド ★副菜のレシピは、平成 24 年 4 月のバックナンバーをご覧ください。

ごはんはお弁当箱
の半分が目安です

出典：食生活指針ガイド

主菜１

主食３
副菜２

ご飯は弁当箱の
半分が目安です

や
偏
見
に
よ
る
弾
圧
は
、
恨
み

や
い
さ
か
い
を
生
み
出
し
、
や

が
て
そ
れ
が
戦
争
に
ま
で
発
展

し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
戦
争

や
テ
ロ
の
な
い
平
和
な
世
界
の

構
築
は
、
差
別
や
偏
見
を
な
く

す
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
も
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
参
加
者
か
ら
の
質

問
に
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ

き
、
講
演
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

争
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
く
る
頃
で
あ
る
。
今
ま
で

は
戦
争
が
共
有
体
験
と
し
て
あ

っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
歴
史
・

史
実
と
な
っ
て
い
く
。
だ
か
ら

き
ち
ん
と
語
り
継
い
で
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
例
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
、

現
実
を
き
ち
ん
と
見
て
正
し
く

捉
え
、
考
え
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
気
付
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
い
わ
れ
な
き
差
別

ささみの
黒コショウ
みそ焼き
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団
体
戦
で
し
の
ぎ
を
削
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家

族
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め

に
、
地
域
生
活
に
関
わ
る
課
題

を
協
議
す
る
伊
勢
市
地
域
自
立

支
援
協
議
会
で
は
、
平
成
27
年

度
の
活
動
報
告
の
場
と
し
て
、

懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
３
月
23
日
㈬
、
午
後
１

時
30
分
～

と
こ
ろ　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　
平
成
27
年
度
の
活
動
報

告

　
全
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
中

学
生
が
一
堂
に
集
い
、個
人
戦・

教
室
名
・
と
き　
下
表
の
と
お

りと
こ
ろ　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
人

申
し
込
み　
同
協
議
会
同
支
所

へ※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

室
に
よ
り
別
途
教
材
費
が
必
要

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

情
報
コ
ー
ナ
ー

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
伊
勢

支
所

（
☎
�
２
４
２
５
、FAX
�
２
４
１
２
）

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
参
加
者
を
募
集

募 

集

身体障害者デイサービス （敬称略）
教　室　名 講師名 と　　　き 回数

パソコン（肢体不自由者）
岡島パソコン

スクール
職員

第２・４火曜日、13：00～15：00 24回
第１・３水曜日、13：00～15：00 24回
第１・３金曜日、13：00～15：00 24回
第２・４金曜日、13：00～15：00 24回

田中　澄江 第１・３土曜日、10：00～12：00 24回
パソコン（聴覚障がい者） 仲西　正克 第２・４土曜日、10：00～12：00 24回
パソコン（視覚障がい者） 森田　里佳 第１・３木曜日、13：00～15：00 24回
生け花 池田　洋子 第３火曜日、10：00～12：00 12回
かんたんクッキング 池田　洋子 第３火曜日、13：00～15：00 12回
筆ペン 村林　恵子 第４木曜日、13：00～15：00 12回
やさしい保健体操 山本　麻里 第２水曜日、13：00～15：00 12回
セルフトレーニング　　 大川　進也 第２土曜日、9：30～11：30 12回
和太鼓 木本しず子 第３火曜日、19：00～21：00 12回
臨床美術アート塾 大橋　弘美 ４～６月・９～11月の第３金曜日、

10：00～12：00 ６回
やさしい型紙 鮎澤　行彦 第４水曜日、9：30～11：30 12回
音楽セラピーケア【新規】 SATOKO ４～６月・９～11月の第４土曜日、

14：00～16：00 ６回

おいしいパン作り【新規】 角屋　　功 ７月２日㈯、10月１日㈯、11月26日㈯、
13：30～15：30 ３回

※参加希望者が少ない教室は、
開催しない場合があります。

※講師の都合などにより、日程
を変更する場合があります。

催
し
物

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
�
７
８
９
５
）

都
道
府
県
対
抗
全
日
本

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会

都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会
と　　き 内　　容 と　こ　ろ

３月26日㈯、16：00～ 開会式 ・県営サンアリーナ

３月27日㈰、8：30～ 大会
（第１日）

男子団体戦
・県営サンアリーナ
・三重交通Ｇスポーツの杜 伊勢（県

営総合競技場）・体育館
女子個人戦 ・市営庭球場

３月28日㈪、8：30～ 大会
（第２日）

女子団体戦
・県営サンアリーナ
・三重交通Ｇスポーツの杜 伊勢（県

営総合競技場）・体育館
男子個人戦 ・市営庭球場

市
負
担
金〔
予
算
額
〕　
５
０
０
万

円（
う
ち
一
般
財
団
法
人
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
収
入
４
０

０
万
円
）

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
�
５
５
５
８
、FAX
⑳
８
５
５
５
）

障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
フ
ク
シ
ア
」

（
☎
�
３
６
３
３
、FAX
⑳
６
５
３
５
）

伊
勢
市
地
域
自
立
支
援

協
議
会 

懇
談
会
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糖尿病劇場

申
し
込
み　
３
月
15
日
㈫
～
31

日
㈭
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で

同
管
理
事
務
所
へ

た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

内
容　
整
理
収
納
術
に
つ
い
て

の
講
演
・
実
演
・
質
疑
応
答
な

ど講
師　
西
村
み
き
さ
ん（
整
理

収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
し
込
み　
電
話
で
同
協
議
会

同
支
所
へ

※
生
後
６
カ
月
以
上
で
就
園
前

の
子
ど
も
の
託
児（
先
着
15
人
）

が
で
き
ま
す
。

コ
ー
ス
・
と
き　
下
表
の
と
お

りと
こ
ろ　
県
営
大
仏
山
公
園
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　
各
８
人（
先
着
順
）

※
継
続
し
て
受
講
す
る
人
を
優

先
し
ま
す
。

受
講
料　
各
９
０
０
０
円（
保

険
代
を
含
む
）

※
教
室
開
始
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、
受
講
料
を
返
金

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

－

0592
志
摩
市
阿
児
町
鵜
方
３
０

９
８

－

22
、
FAX
０
５
９
９
・
４

４
・
５
２
５
２
、
ア
ド
レ
ス

sum
m

itsuishin@
city.

shim
a.lg.jp

）へ

※
申
込
書
は
、
同
市
民
会
議
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

sum
m

it.city.shim
a.m

ie.
jp/

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
の
い
る
家
庭
で

は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
部
屋
が

散
ら
か
っ
て
し
ま
う
毎
日
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
つ
を
つ
か

ん
で
、
お
部
屋
も
ス
ッ
キ
リ
、

収
納
上
手
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

と
き　
３
月
20
日
㈷
、
午
前
10

時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ

ー
・
２
階
第
２
集
会
室

対
象　
子
育
て
中
の
保
護
者
、

学
生
、
整
理
収
納
に
興
味
の
あ

る
人
な
ど
で
、
市
内
に
在
住
ま

と
き　
４
月
17
日
㈰
、
午
前
９

時
15
分
～（
集
合
時
間
は
午
前

９
時
）

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
と
し
ま

す
。

集
合
場
所　
志
摩
市
阿
児
ふ
る

さ
と
公
園
・
多
目
的
広
場（
志

摩
市
阿
児
町
神
明
９
８
１

－

29
）

対
象　
志
摩
市
・
伊
勢
市
・
鳥

羽
市
・
南
伊
勢
町
に
在
住
し
て

い
る
人

内
容　
阿
児
ふ
る
さ
と
公
園
・

多
目
的
広
場
～
賢
島
大
橋
～
賢

島
駅
前
商
店
街（
往
復
約
７
㎞
）

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

定
員　
５
２
６
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
３
月
28
日
㈪
ま
で

に
、
申
込
書
を
、
直
接
ま
た
は

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
同
市
民
会
議
事
務
局（
〒
517

　
昨
年
開
催
し
て
好
評
を
い
た

だ
い
た
「
糖
尿
病
劇
場
」
を
、

今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
糖
尿
病
劇
場
で
は
、
演

劇
を
通
し
て
患
者
さ
ん
と
一
緒

に
糖
尿
病
治
療
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
食
事

と
運
動
を
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
糖

尿
病
劇
場
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

と
き　
３
月
17
日
㈭
、
午
後
１

時
～
２
時

と
こ
ろ　
伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
講
堂

内
容　
伊
勢
総
合
病
院
生
活
習

慣
病
予
防
チ
ー
ム
に
よ
る
糖
尿

病
劇
場　
第
２
話
「
糖
尿
病
と

食
事
と
運
動
と
…
」

伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管
理
室

（
☎
�
５
１
１
１
）

糖
尿
病
教
室

志
摩
市
サ
ミ
ッ
ト
推
進
室
内
・

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
市
民
会
議

事
務
局

（
☎
０
５
９
９
・
４
４
・
０
２
０
７
）

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地 

春
の
賢
島
を
歩
こ
う
！ 

賢
島
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
開
催
記
念

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
伊
勢

支
所（
☎
�
２
４
２
５
）

整
理
収
納
術
講
座

片
付
け
た
い
け
ど
時
間
が
な
い
！

忙
し
い
マ
マ
・
パ
パ
必
見
！

県
営
大
仏
山
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
�
６
５
６
５
）

県
営
大
仏
山
公
園

テ
ニ
ス（
硬
式
）教
室

県営大仏山公園テニス（硬式）教室

※天候により延期する場合があります。 

コース と　　　き

初級・中級
コース

４月５日～５月31日の毎週火曜日（５月３日
を除く）、10：00～12：00（全８回）
４月６日～６月１日の毎週水曜日（５月４日
を除く）、10：00～12：00（全８回）

初心者
コース

４月５日～５月31日の毎週火曜日（５月３日
を除く）、13：00～14：30（全８回）

情報コーナー
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⑴
弔
慰
金
の
受
給
権
者

⑵
戦
没
者
な
ど
の
子

⑶
戦
没
者
な
ど
と
生
計
を
同
じ

に
し
て
い
て
、
戦
没
者
な
ど
と

姓
が
同
じ
①
父
母
・
②
孫
・
③

祖
父
母
・
④
兄
弟
姉
妹

⑷
前
記
⑶
以
外
の
①
父
母
・
②

孫
・
③
祖
父
母
・
④
兄
弟
姉
妹

⑸
前
記
⑴
～
⑷
以
外
の
遺
族

で
、
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
を

同
じ
に
し
て
い
た
３
親
等
内
の

親
族（
お
い
・
め
い
な
ど
）

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
・
５

年
償
還
の
記
名
国
債

請
求　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま

で
に
、
印
鑑
、
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類（
運
転
免
許
証
・
健

康
保
険
証
な
ど
）、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
持
参
し
、
福
祉

総
務
課
・
各
総
合
支
所
生
活
福

祉
課
へ

※
手
続
き
に
時
間
を
要
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日

現
在
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場

合
、
次
の
人
は
、
特
別
弔
慰
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
27
年
４
月
以
降
、
請
求

手
続
き
を
ま
だ
し
て
い
な
い
人

は
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
順
番
に
よ
る
最
先

順
位
の
遺
族（
１
人
）

午
後
８
時
以
降
の
出
入
り
口
は

東
口（
第
２
駐
車
場
側
）の
み
と

し
ま
す
。
正
面
玄
関
と
北
口
は

施
錠
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
多
目
的
ホ
ー
ル
の
催
し
が
あ

る
場
合
は
、
催
し
の
終
了
時
の

み
正
面
玄
関
を
開
け
ま
す
。

　
平
成
23
～
25
年
に
か
け
て
地

籍
調
査
を
実
施
し
た
岩
渕
１
丁

目
に
つ
い
て
は
、
調
査
が
完
了

し
、
こ
の
た
び
登
記
が
完
了
し

ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
す
で
に
交
付
対

象
地
区
と
な
っ
て
い
る
岩
渕

２
・
３
丁
目
に
続
き
、
岩
渕
１

丁
目
も
測
量
成
果
の
有
償
交
付

を
行
い
ま
す
。

と
き　
４
月
１
日
㈮
、
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分（
正

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

と
こ
ろ　
市
役
所
本
館
・
２
階

第
１
会
議
室

内
容　
地
価
・
地
代
・
家
賃
・

土
地
利
用
に
関
す
る
相
談

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
で
は
、
夜
間
の
安
全
確
保

の
た
め
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
、

一
般
社
団
法
人
三
重
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会

（
☎
０
５
９
・
２
２
９
・
３
６
７
１
）

法
テ
ラ
ス
三
重（
☎
０
５
０
・
３

３
８
３
・
５
４
７
０
）

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

法
テ
ラ
ス
三
重

民
事
法
律
扶
助
相
談
会

お
知
ら
せ

社
会
教
育
課（
☎
�
７
８
８
６
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア

（
☎
�
０
９
０
０
）

い
せ
ト
ピ
ア
の
「
夜
間

施
錠
」
に
つ
い
て

用
地
課（
☎
�
５
７
２
０
）

地
籍
調
査
の
登
記
完
了
と

測
量
成
果
の
有
償
交
付

福
祉
総
務
課（
☎
�
５
５
５
７
）

二
見
総
合
支
所
生
活
福
祉
課

（
☎
�
１
１
１
２
）

小
俣
総
合
支
所
生
活
福
祉
課

（
☎
�
７
８
６
１
）

御
薗
総
合
支
所
生
活
福
祉
課

（
☎
�
０
２
６
１
）

特
別
弔
慰
金
の
請
求
が

ま
だ
の
人
は
手
続
き
を

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

情報コーナー
　

法
テ
ラ
ス
三
重（
日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー
三
重
地
方
事
務

所
）で
は
、
収
入
が
一
定
以
下

の
人
を
対
象
に
、
弁
護
士
に
よ

る
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
き　
４
月
14
日
㈭
、
午
後
１

時
～
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所
本
館
・
２
階

広
報
広
聴
課
相
談
室

定
員　
６
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
電
話
で
法
テ
ラ
ス

三
重
へ

※
収
入
要
件
は
家
族
数
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
申
込
時
に
収
入
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
す
。

広
告
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イベント掲示板& みんなの広場

時とき 　所ところ 　対対象　　内内容
定定員　 料料金　　 申申し込み

５月15日号＝３月31日㈭
６月１日号＝４月15日㈮

掲載申し込み締め切り

時３月13日㈰～４月10日㈰　所音無山・夫婦岩表参道および地域一帯　内夫
婦岩表参道の店舗で、これまでの写真コンテストの作品展示と「さくら弁当」「さ
くら定食」の販売を行います
イベント開催

時４月２日㈯、10：00～13：00（雨天中止）　所二見生涯学習センター裏広場、
二見総合駐車場　内二見太鼓・高城太鼓の演奏、二見コーラス・今一色コーラ
ス披露、二見中学校ブラスバンド部演奏、城エリナさん（地元歌手）による歌の
披露、さくら茶の振る舞い、二見の名産品販売、「二見の貝めし」販売（11：
00～）、さくら豚饅の無料引換券配布（オープニング終了後～、先着200人）
※イベントが中止となった場合でも、さくら豚饅の無料引換券配布（10：00～）

を行います。

時 ３月31日㈭～４月５日㈫、9：00～17：00（初日は10：00から、最終日は
16：00まで）　所伊勢図書館・２階展示ホール　内サンライフ伊勢の型紙教室
受講者が中心となって、伊勢型紙の彫刻技術と素材を生かして制作した作品約
60点を展示します。

二見浦さくらまつり

第21回型紙同好会作品展

二見浦さくらまつり実行委員会・松本さん（☎42-1581）

サンライフ伊勢型紙同好会・鮎澤さん（☎22-3071）

時４月３日㈰、7：00～　所神宮相撲場（宇治中之切町152）　内幕内力士によ
るトーナメント選士権大会（13：00～）など　料大人…前売り3,500円・当日
3,800円、中学生・高校生1,000円、小学生500円（全席自由席）
※11：00から、内宮神苑（雨天の場合は参集殿）で手

で

数
ず

入り（土俵入り）奉納を
します。

神宮奉納大相撲 伊勢神宮崇敬会（☎22-0001〔神宮会館〕）

時４月３日㈰、10：00～14：30　所尾崎咢堂記念館　内呈茶席（裏千家茶道西
岡宗聚社中）、創作帯結び展示（小林豊子きもの学院・河本豊順）

観桜会 伊勢なごみ会・村田宗陽さん（☎22-9050）

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が
共催・後援などをするイベント情報を案内するコー
ナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板

　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベ
ント案内や会員募集などに利用できるコーナーで
す。参加費などの記載のないものは無料です。

みんなの広場

広
告



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル

16広報いせ ●平成28年３月15日号 広報いせ ●平成28年３月15日号

伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔予算額〕　　　　 　2,976万５千円（24回分）

発行日／平成28年３月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第185号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

　市内には、桜の名所がたくさんあります。主な見どころを紹介します。春の穏やかな風に誘われ、
市内の桜見物を楽しんでみてはいかがでしょうか。

もうすぐ 　の季節です
宮川堤（中島1・2丁目、宮川２丁目） 五十鈴川堤（宇治浦田1丁目、宇治中之切町、宇治館町）

旧豊宮崎文庫（岡本3丁目）

　江戸時代から桜の名所として
知られ、約700本の桜が並びま
す。県内有数の桜の名所となっ
ており、「日本さくら名所百選」
にも選定されています。
＜春まつり＞
時４月１日㈮～10日㈰
内桜が夜間ライトアップされます。
問公益社団法人伊勢市観光協会（☎㉘３７０５）

　五十鈴川の清流と山々を背
景に、ソメイヨシノとシダレ
ザクラが楽しめます。
＜五十鈴川桜まつり＞
時４月上旬～中旬
内川のほとりに屋台が並び、
夜は桜がライトアップされ水面を彩ります。
問おかげ横丁総合案内（☎㉓８８３８）

　往時をしのぶ門や練り塀ととも
に、市の天然記念物オヤネザクラや
ソメイヨシノが楽しめます。
＜オヤネザクラを公開＞
時３月26日㈯・27日㈰・４月２日
㈯・３日㈰、午前９時～午後５時
問文化振興課（☎㉒７８８４）
※土曜日・午前10時～正午に、旧豊宮崎文庫とオヤ
ネザクラについての解説を随時行います。
※開花状況により公開日を変更する場合があります。
※桜保護のため、敷物を敷いたり飲食したりする行為
は禁止しています。

離宮院公園（小俣町本町）
　シダレザクラ・ソメイヨシノな
どが緑深い公園を明るく彩ります。

音無山（二見町江・茶屋）
　伊勢湾を一望できる展望台や
つり橋、遊歩道などがあり、美
しい景色を眺めながら桜並木の
散策を楽しむことができます。
＜二見浦さくらまつり＞
時３月13日㈰～４月10日㈰
内夫婦岩表参道の店舗で、これまでの写真コンテスト
の作品展示と「さくら弁当」「さくら定食」の販売が行
われます。また、４月２日㈯には二見生涯学習センタ
ー裏広場・二見総合駐車場でイベントが行われます。
（15ページ参照）
問二見浦さくらまつり実行委員会（☎42１５８１）

横輪桜（横輪町）
　直径５～６cmほどの大きさで濃
いピンク色の花びらが特徴の美しい
桜で、全国的にも珍しい種類です。
＜横輪桜まつり＞
時４月１日㈮～17日㈰
内郷の恵・風輪が毎日営業します。4月9日㈯・10日㈰
には風輪横の広場でイベントが行われます。
問郷の恵・風輪（☎39１７４１）

桧尻川（船江２～4丁目）
　桧尻川沿いの桜並木が、川面
に美しく映し出されます。
＜さくら祭り＞
時４月３日㈰
内餅つき・木遣り披露が行われます。
問桜を守る会（☎36１４３４）

観光振興課（☎㉑５５４２）の季節ですの季節ですもうすぐ もうすぐ の季節です

宮川ラブリバー公園（御薗町長屋）
　清流宮川を背景に、淡いピンク色の美
しい花が咲きます。まだ若木の桜です。


